
焦点

＜記事のお問い合わせは＞

健康づくり課救急医療・管理係
（24）０３６１

みんなで支え合う
「救急医療」

救
急
医
療
体
制
は
３
つ
の
段
階
で

成
り
立
っ
て
い
ま
す

　
市
の
救
急
医
療
体
制
は
、
帰
宅

可
能
な
軽
症
患
者
に
対
応
す
る「
初

期
救
急
」、
入
院
や
手
術
が
必
要
な

重
症
患
者
に
対
応
す
る
「
二
次
救

急
」、
一
刻
を
争
う
状
態
の
方
に
対

応
す
る
「
三
次
救
急
」
の
３
つ
の

段
階
で
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。

　
内
科
系
と
外
科
系
の
初
期
救
急

は
、
主
に
車
や
徒
歩
で
通
院
で
き

る
市
民
の
方
を
対
象
と
し
て
、
千

歳
医
師
会
に
診
療
を
委
託
し
て
実

施
し
て
い
ま
す
。

　
医
師
の
高
齢
化
や
不
足
な
ど
に

よ
り
、
平
成
21
年
度
か
ら
午
前
０

休日や夜間の救急医療の当番体制は、急病の方に応急的な処置を行うための受診窓口です。
「平日は休めない」、「日中は用事がある」、「待ち時間が短い」など、
コンビニにでかけるような軽い気持ちで時間外に受診する「コンビニ受診」が増えると、
緊急を要する方への対応が遅れ、救命に影響を及ぼすことが考えられます。
今月の焦点は、救急医療体制や救急車の適正な利用について紹介します。

時
ま
で
の
診
療
に
移
行
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
平
成
23
年
度
か
ら
は
、
市

内
の
開
業
医
が
他
の
医
療
機
関
に
出

向
い
て
初
期
救
急
診
療
を
行
う
「
医

師
派
遣
シ
ス
テ
ム
」
を
導
入
し
、
診

療
空
白
日
の
解
消
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
小
児
科
の
初
期
救
急
は
、
開
業

医
の
協
力
を
得
て
、
市
立
千
歳
市

民
病
院
が
担
っ
て
い
ま
す
。

　
二
次
救
急
は
、
主
に
救
急
車
で

搬
送
さ
れ
る
市
民
の
方
を
対
象
に
、

市
内
に
あ
る
救
急
告
示
医
療
機
関

が
病
院
群
輪
番
制
に
よ
り
24
時
間

体
制
で
診
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。

区分 診療体制 診療時間

外科系
内科系

在宅当番医制により診療
（市は千歳医師会に委託）

平　日　17 時～
土曜日　12 時～
日・祝日  ９時～

小児科 市立千歳市民病院が診療
平　日　18 時～ 21 時
日曜日　  ９時～

（受付８時 30 分～ 11 時）

救急医療を受診すると
医療費は割高になりますか？

　救急医療を受診すると通常の初診
料（282 点）のほかに、時間外で
85 点、 休 日 で 250 点、 深 夜 (22
時以降）で 480 点が加算されます。
　診療報酬は、１点あたり 10 円で、
深夜に受診すると、4,800 円が加
算されます。
　医療費が３割負担の方は、自己負
担が 1,440 円増額になります。
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初期救急の診療体制

移動手段：主に車や徒歩で通院
診療対象：外来の治療のみで帰宅が　
　　　　　可能な方

初期救急

救急医療体制

移動手段：主に救急車で搬送
診療対象：入院や手術が必要な方

二次救急

移動手段：救急車、ドクターヘリで搬送
診療対象：生命に危機のある方

三次救急

平成 27年救急車の救急出動３，２０８件
１日約 9件

Ｑ

「
優
先
的
に
診
て
も
ら
え
そ
う
」

な
ど
の
理
由
で
救
急
車
は
呼
べ
ま
せ
ん

　
平
成
26
年
版
消
防
白
書
に
よ
る

と
、
平
成
25
年
に
全
国
で
救
急
搬

送
さ
れ
た
５
３
４
万
１
１
７
人
の

う
ち
、
全
体
の
49
・
９
％
に
あ
た

る
２
６
６
万
７
５
２
７
人
が
入
院

加
療
の
必
要
な
い
「
軽
症
」
と
判

断
さ
れ
ま
し
た
。

　
救
急
車
は
、
ケ
ガ
や
急
病
な
ど

で
緊
急
に
病
院
へ
搬
送
す
る
た
め

の
も
の
で
す
。

　
「
軽
傷
（
切
傷
や
打
撲
）」、「
優

先
的
に
診
て
も
ら
え
そ
う
」、「
無

料
だ
か
ら
（
タ
ク
シ
ー
代
わ
り

に
）」
と
い
う
理
由
で
救
急
車
を

呼
ん
で
し
ま
う
と
、「
意
識
が
な

い
」、「
多
量
の
出
血
が
あ
る
」
な

ど
の
緊
急
を
要
す
る
方
の
対
応
が

遅
れ
、
救
命
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ

と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

救急車の
適切・不適切な利用例

○
・意識がない
・激しい頭痛
・多量の出血
・食物を喉に詰まらせた
・胸が締め付けられる
・広範囲のやけど
　など

×
・蚊にさされてかゆい
・日焼けが痛い
・無料で病院まで行きたい
・交通手段がない
・病院で待つのが面倒
　など

救
急
医
療
体
制
を

守
る
た
め
に

＜診療科目＞
　内科系

＜診療時間＞
　平　日　　　　19 時から翌日７時まで
　土曜日　　　　14 時から翌日７時まで
　日曜日・祝日　  ９時から翌日７時まで

＜開設場所＞
　東雲町１丁目　（市役所西口駐車場となり）

平成 29年秋に開設 !
休日夜間急病センター

　市は、休日や夜間に市民の方が安心して受診
できる初期救急の医療体制の充実を図るため、

「休日夜間急病センター」を開設します。
　休日夜間急病センターは、急病のときに応急
処置を行う医療機関で、その処置・治療は最小
限の範囲となり、処方する薬は最小日数分です。
　平成 28 年 10 月頃から建築工事に着手し、外
構工事や備品搬入、スタッフ研修などを実施し
て、平成 29 年秋の開設を目指しています。

7 広報ちとせ 平成 28(2016) 年５月号

※病院群輪番制とは
救急車による直接搬送や初期救急医療機関から転送される重症患者に対応
するため、いくつかの病院が当番日を決めて診療を行う制度です。市立千
歳市民病院、千歳第一病院、千歳豊友会病院、北星病院、尾谷病院が順番
を決めて休日や夜間に診療を行っています。

　
救
急
医
療
体
制
を
守
る
た
め
に

私
た
ち
が
で
き
る
こ
と
は
、
自
分

や
家
族
の
健
康
管
理
に
気
を
つ
け
、

体
調
が
悪
い
と
き
は
、
平
日
の
日

中
な
ど
通
常
の
時
間
帯
に
受
診
し

て
、
救
急
医
療
現
場
の
負
担
を
少

し
で
も
軽
減
す
る
こ
と
で
す
。

　
救
急
医
療
機
関
や
救
急
車
の
適

正
な
利
用
に
つ
い
て
、
市
民
の
皆

さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

「ちとせ健康・医療相談ダイヤル 24」は、応急手当や
育児・介護などの相談に医師や看護師、保健師が 24 時
間・年中無休で相談に応じています。当番医や救急医
療を利用するか判断に迷ったときも利用できます。

フリーダイヤル
０１２０（０１０）２９３

活用ください
「ちとせ健康・医療相談ダイヤル 24」

ＩＰ電話からは
０３（３８３９）５６０４

（通話料無料）

（通話料有料）

} 深夜０時

適切な利用例

不適切な利用例

※


